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本厚木駅から徒歩20分

　
「
お
肉
焼
け
た
よ
」「
お
い
し
そ
う
」。初
夏

の
日
差
し
が
心
地
よ
い
休
日
の
昼
間
、
相
模

川
の
河
原
は
、
多
く
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
む
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
厚
木
駅
か
ら
ほ
ど
近
く
自
然

豊
か
な
相
模
川
を
貴
重
な
観
光
資
源
の
一
つ

と
位
置
付
け
、平
成
24
年
に「
相
模
川
厚
木
市

水
辺
拠
点
創
出
基
本
計
画
」を
策
定
。水
辺
の

景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

川
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
厚
木
の
新

た
な
魅
力
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。８
月
に
は「
手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
と

「
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
」（
左
欄
参
照
）の
社
会

実
験
を
ス
タ
ー
ト
。
気
軽
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
め
る
新
た
な
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場

の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
、小
鮎
川
の
水
辺
で
は
、

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
が
同
じ
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
ア

ユ
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
、
取
っ
た
ア
ユ

は
そ
の
場
で
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
好
き
だ
け
ど
準
備
を

す
る
の
が
大
変
」
と
い
う
本
橋
春
樹
さ
ん

（
42・
元
町
）は「
手
ぶ
ら
で
で
き
る
な
ら
、
気

軽
に
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
来
て
み
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

太
陽
が
輝
く
季
節
。
夏
の
日
の
思
い
出
づ

く
り
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ア
ユ
の
つ
か
み

取
り
は
い
か
が
で
す
か
。

問 

河
川
ふ
れ
あ
い
課
☎
225-

2
3
8
1

8月11日～27日の金曜～日曜 
9月9・10・16・17 日
11時～16時 

日時

会場

4人以上 1人 3500円～費用

①10時30分～
 （10時受け付け）
②14時30分～
 （14時受け付け）

時間

小学生以上対象
1人 1000円費用

（アユ1匹と塩焼き代金含む）

（ごみ処分を含む）

あ 7月3日から実施日の4日前までに、電話
で市観光協会バーベキュー専用受付☎221
-3338へ。先着順。

※器材、食材などのオプションあり。持ち込み可。

あ7月3日から実施日の4日前までに、スポーツ
エントリーのホームページまたは電話で☎0570
-550-846（平日、10時～17時 30分）へ。先着順。

基本セット（グリル、炭、テーブル、
牛・豚・鳥肉、焼きそばなど）
基本セット（グリル、炭、テーブル、
牛・豚・鳥肉、焼きそばなど） 広々とした相模川の河川敷広々とした相模川の河川敷

同時
開催 アユのつかみ取り

この写真は手ぶら
バーベキューの食材
ではありません

手ぶらバーベキュー

相模川の河川敷は、家族や仲間とバーベキューを楽しめる人気スポット相模川の河川敷は、家族や仲間とバーベキューを楽しめる人気スポット

夏はやっぱ
り
バ ー ベ キ ュ ー

河原でBBQ

も
と
は
し
は
る 

き

広報あつ ぎ  

Public Relations Paper Atsugi City

デジタル広報配信 アプリは「マチイロ」ネットは「マイ広報紙」 編集・発行／厚木市広報課 〒243-8511 神奈川県厚木市中町 3-17-17 TEL.046-223-1511㈹ FAX.046-223-9951

index
市の8事業を外部評価❷
起業スクールを開講❸
特集 こども食堂
笑顔あふれるみんなの居場所

❹-❺

街の話題/コラム/お知らせ❻-❽

2017

17
No.1258



開催日 時間 対象事業

　
外
部
評
価
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参

加
を
進
め
る
取
り
組
み
と
し
て
平
成
20
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

評
価
す
る
の
は
、
大
学
の
教
授
や
有
識
者
、

公
募
市
民
な
ど
5
人
の
評
価
委
員
と
、
無
作

為
に
選
ば
れ
た
約
60
人
の
市
民
モ
ニ
タ
ー
で

す
。
市
が
実
施
す
る
1
0
0
0
を
超
え
る
事

業
の
中
か
ら
、
委
員
ら
が
評
価
対
象
と
な
る

事
業
を
選
定
。
委
員
と
事
業
を
担
当
す
る
職

員
と
の
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
目
標
に
対
す

る
達
成
度
や
市
民
の
満
足
度
、
必
要
性
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
証
し
ま
す
。

 

外
部
評
価
は
公
開
の
場
で
開
催
さ
れ
、
傍

聴
席
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
議
論
の
様

子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
。
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
も
視
聴
い

た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
視
聴
者
を
対
象
と

し
た
電
子
投
票
も
実
施
し
ま
す
。直

接
会
場
に
行
け
な
く
て
も
、気
に
な

る
事
業
が
あ
れ
ば
、自
分
な
り
の
意

見
や
事
業
に
対
し
て
の
評
価
を
手
軽

に
市
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
外
部
評
価
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、

委
員
と
市
民
モ
ニ
タ
ー
が
「
現
行
ど
お
り
」

「
要
改
善
」「
廃
止
」（
左
欄
参
照
）
の
三
つ

の
区
分
で
評
価
し
、「
広
報
あ
つ
ぎ
」
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

 

評
価
の
結
果
は
、
市
の
行
政
評
価
委
員
会

で
審
議
し
、
最
終
的
な
評
価
と
し
て
決
定
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
内
容
の
見
直
し

や
予
算
措
置
な
ど
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
平
成
28
年
度

に
対
象
と
な
っ
た
年
末
年
始
公
共
施
設
無
料

開
放
は
、
「
無
料
に
す
る
必
要
性
が
な
い
」

「
利
用
状
況
か
ら
有
料
化
す
る
施
設
も
検
討

す
べ
き
」
と
し
て
要
改
善
の
評
価
を
受
け
、

一
部
施
設
を
有
料
化
し
た
と
こ
ろ
、
40
万
円

の
増
収
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

  

ま
た
27
年
度
に
は
、
子
ど
も
科
学
館
に
あ
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
事
業
が
、
現
行
ど
お
り
と

評
価
さ
れ
た
も
の
の
「
観
覧
者
を
増
や
す
た

め
の
対
策
を
」
と
の
意
見
を
受
け
、
定
額
で

何
度
で
も
観
覧
で
き
る
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を

導
入
。
6
カ
月
で
6
0
0
件
を
超
え
る
申
し

込
み
が
あ
り
、
今
後
の
観
覧
者
の
増
加
に
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
市
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
客
観
的
な
評
価
・
意

見
を
行
政
運
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

 

28
年
度
の
外
部
評
価
に
市
民
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
参
加
し
た
長
谷
川
一
博
さ
ん
（
68
・
愛

甲
）
は
「
市
民
の
た
め
の
事
業
を
市
民
が
意

見
・
評
価
し
、
よ
り
良
い
形
に
し
て
い
く
こ

と
は
と
て
も
良
い
仕
組
み
だ
と
思
う
。
参
加

し
た
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
が
身
近
な
も
の

に
感
じ
ら
れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
市
民
協
働
に
よ
る
行
政

運
営
を
積
極
的
に
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

満
足
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
225-

2
1
6
0

外部評価の開催日程と対象事業

評価区分

現行の事業内容を継続
事業内容、方法、対象者、
期間、予算などを見直し

事業の廃止を検討

学力ステップアップ支援員派遣事業
地域づくり推進事業補助金
児童・生徒登下校等安全推進事業
放課後子ども教室推進事業
避難所運営委員会運営費交付金
若者・女性等雇用拡大事業
商店会連合会振興費補助金
シルバー人材センター運営費補助金

13時～
14時～
15時～
16時～
13時～
14時～
15時～
16時～

判断基準

現行どおり

廃止

要改善

三つの評価区分

　外部評価委員を務めて 9 年。今まで、100
を超える事業の評価に参加してきました。
委員は、市民の目線で市の事業を客観的
に評価する重要な役割を担っています。対
象となる事業もできるだけ市民の生活に
直接関わる事業を選んでいます。
　市政に市民の意見を取り入れることは
とても大事なこと。皆さんも是非、外部
評価に足を運んでいただき、市政に関心を
持ってもらえればと思います。

7月29日（土）

7月30日（日）

あつぎ市民交流プラザ 当日直接会場へ。

入場
自由

評
価
の
結
果
を
事
業
に
反
映

ネ
ッ
ト
配
信
や
電
子
投
票
も
導
入

問

市民目線で
　事業を評価
外部評価委員
安達　和年さん（59）

市
の
８
事
業
を
外
部
評
価

Zoom Up

皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

　
今
年
も
、
行
政
運
営
の
効
率
化
や
事
業
の
改
善
を
目
的
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
「
市
民

参
加
型
外
部
評
価
」
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
市
の
事
業
を
点
検
・
評
価
し
て
い
た

だ
き
、
市
政
の
透
明
性
の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

2広報あつぎ  

会場は、誰でも気軽に立ち寄れる
開放的な場所で開催

申会場

問健康長寿推進課☎225-2174

夏休みも規則正しい生活習慣を

早ね・早おき・朝ごはん
夏の暑さから身を守ろう

のどの渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分補給

熱中症対策を忘れずに
　元気な体をつくるため「早ね・早おき・朝ごはん」を
合言葉に、規則正しい生活習慣を心掛けましょう。

問社会教育課☎225-2513

　7月は「熱中症予防強化月間」。熱中症から体を
守るためにも、正しい知識を身に付けましょう。

　熱中症にかかったら、涼しい場所で体を休め、水分・塩分補給をしましょ
う。症状が重い、改善されない場合は、救急車を呼びましょう。

炎天下の作業は特に注意
　脳や体の成長
を促す成長ホル
モンには一定周

期のリズムがあります。元
気で強い体になるため
に、早寝は大切です。

帽子や日傘で暑さを避け、涼しい服装を
エアコンなどを適度に使用し、室内環境を整えよう
体調の変化に注意して、無理をしないようにしよう

　太陽の光には、
脳の覚醒を促す
効果があります。

昼間に活発に動くため
に、早起きをして太陽の
光を全身に浴びましょう。

　夜寝ている間
にも多くのエネル
ギーを消費しま

す。朝から元気に活動す
るために、毎日しっかり朝
ご飯を食べましょう。

早おき 朝
ごはん早ね



　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
ス
ク
ー
ル
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
3
6
6
人
が
受
講
し
、57
人
が

飲
食
業
や
販
売・製
造
業
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
夢
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。市
で
は
、

ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
個
人
の
創
業
を
促
し
、雇

用
の
確
保
を
は
じ
め
、新
た
な
人
材
の
育
成

や
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
、産
業
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
起
業
時
に
必
要
な
知

識
は
も
ち
ろ
ん
、
起
業
後
の
経
営
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
か

ら
融
資
の
利
用
方
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

作
成
や
、
利
益
計
画
の
立
て
方
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
人
材
育
成
な
ど
、
全
6
回

で
構
成
さ
れ
ま
す
（
左
上
に
記
載
）。

　

講
師
は
、
税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
っ
た
経
営
分
野

の
専
門
家
た
ち
。
数
々
の
受
講
生
を
創
業
へ

と
導
い
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
、
希
望
業
種

や
年
齢
、
資
金
な
ど
一
人
一
人
の
状
況
に
応

じ
、
き
め
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
や
先
輩
か
ら

刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
ス
ク
ー

ル
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
。
特
に
、
夢
を
実

現
し
た
先
輩
た
ち
の
体
験
談
は
、
こ
れ
か
ら

起
業
を
目
指
す
受
講
生
に
と
っ
て
大
き
な
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
ス
ク
ー
ル
修
了
後
も
個
別

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
を
立
ち
上
げ
る
準
備
の
中
で
の
疑
問
や

悩
み
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
資
金
面
で
は
創
業
に
必
要
な
融

資
に
対
し
、
利
子
の
一
部
を
補
助
。
そ
の
ほ

か
、
ス
ク
ー
ル
修
了
者
に
は
市
が
証
明
す
る

こ
と
で
、
創
業
に
関
す
る
融
資
を
受
け
る
際

の
信
用
保
証
枠
の
拡
大
や
、
株
式
会
社
な
ど

の
設
立
登
記
に
必
要
な
登
録
免
許
税
の
軽
減

措
置
と
い
っ
た
国
の
支
援
制
度
を
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ひ
と
口
に
「
起
業
」
と
言
っ
て
も
、「
上
手

く
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
「
失
敗
し
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
な
ど
と
不
安
を
抱
く
方
も
多
い
は

ず
。
す
べ
て
が
順
調
に
運
ぶ
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
起
業
し
た
皆
さ
ん
の
多
く

は
、
「
思
い
切
っ
て
始
め
て
良
か
っ
た
」

「
大
変
だ
け
ど
、
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
充

実
し
た
様
子
で
振
り
返
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

へ
の
参
加
は
、
そ
ん
な
夢
の
実
現
に
つ
な
が

る
第
一
歩
。
今
こ
そ
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
産
業
振
興
課
☎
225-

2
8
3
2

創
業
支
援
の
プ
ロ
が
サ
ポ
ー
ト

修
了
後
も
継
続
的
に
支
援

夢
の
実
現
に
向
け
て

　初めはオープンできるのかとて
も不安でしたが、スクールで起業
に成功した先輩の生の声を聞き、
「自分にもできる」と勇気づけられました。同じ
目標を持つ仲間や、同じように悩み苦労して起
業した先輩たち、起業後にも指導を受けられる
専門家の皆さんとつながりを持てたことが何よ

りも大きな財産になりま
した。先生方には今も会
計の面などで相談に乗っ
てもらい、とても助かっ
ています。
　夢の実現には、やりたい
と思う気持ちだけでなく、
困難に飛び込む勇気が必要
だと思います。スクールは、
私の背中を押してくれた良
いきっかけとなりました。

ヨガスタジオを開業
一之瀬　有理さん（40）

人とのつながりをつくれるのが魅力

　勤めていた会社を辞めることが
決まり、開業までの準備期間が約
３カ月と大変短い中で受講しまし
た。基礎的な知識もなく、全くのゼロからのスター
トでした。
　スクールに通っている間に融資の申し込みが必要
になるなど、目まぐるしい日々を送りました。一番
不安だったのが資金調達でしたが、先生方に融資
の受け方から私に合った事業計画の作成まで的確

なアドバイスをいただき、な
んとか開業にこぎつけること
ができました。また、スクー
ルを修了したことで、創業資
金の融資を受ける際の信用
保証枠の拡大など国からの
支援を受けることができ、大
変助かりました。

歯科技工士として独立
大山　昇さん（44）

自分に合ったアドバイスが得られる 

受講者の声

起業スクールを開講
厚木でビジネスチャンスをつかめ
Zoom Up

　「自分の店を持ちたい」「アイデアで事業を立ち上げたい」。そんな思いを後
押しするあつぎ起業スクール（以下スクール）が、今年も始まります。経営のプロ
たちが創業のノウハウを丁寧に指導。あなたの夢をサポートします。
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8月26日、9月2・9・16・30日、10月7日（全 6回）
13 時～ 17 時
厚木商工会議所

4000 円（テキスト代含む）
あハガキ、ファクスに〒住所、氏名、年齢、電話番号、受講
動機（50 字以上）、志望業種、託児利用（無料）の有無を書き、
８月10日（必着）までに〒243-8511 産業振興課☎225-2832・
あ 223-7875 へ。先着順。　あ 172154

あつぎ起業スクール受講者募集
日時

会場
内容
対象

費用

左上に記載
市内で起業予定または起業後１年以内で、全日程
に参加できる方30人（書類選考あり）

起業
したい

開業に必要な資金調達を支援
　創業資金を借り入れした場合、「創業者支援利子補給金」
として利子の一部を補助します。

《対象》①市内で開業し営業を継続②日本政策金融公庫から創業に必
要な融資を受けている③融資実行日の前後6カ月以内に開業④市税を完
納―の全てを満たす方
《金額》支払済利子（延滞に係る利子を除く）の2分の1（6カ月10万円を限
度、1000円未満切り捨て）　　　　《期間》融資実行月から24カ月
あ申請書（あからダウンロード可）に必要事項を書き、必要書類を添え、
直接、産業振興課☎225-2832へ。

働き
たい

合同就職説明会 
“起業したい”“働きたい”あなたを応援します

　市内の求人企業が一堂に会し、事業内容を説明します。
企業情報の収集・活用方法を提供するセミナーも開催します。

《日時》7月6日、13時～16時　
《会場》厚木商工会議所
《内容》市内と近隣企業による就職説明
会（個別相談あり）《対象》平成30年3月
卒業予定の学生（高校生除く）から満39
歳までの求職者。あ当日直接会場へ。
　 問厚木商工会議所☎221-2153

問

同時
開催就職説明会活用セミナー

経営者の心構え、ビジネスコミュニケーション
創業者のための基礎知識（人材育成）、
マーケティング戦略（販路開拓）
会計の仕組み、売上の立て方、
先輩創業者体験談
利益計画・収支計画の立て方、
必要資金及びコスト把握
資金調達、創業者向け融資等の紹介、
ビジネスプランの作成・個別アドバイス
ビジネスプランの発表・講評

第1回
第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
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子どもたちに声を掛けて回る葉山さん

期待を胸に開店準備を進める小金さん夫婦

食後は体を動かすプログラムで交流の時間 学生にメニューを聞きながら、おかずを選んでいく子どもたち

下長谷こども食堂ではカレーを提供。交流しながら一緒に食事をする

　　

近
年
で
は
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
な

ど
の
家
庭
環
境
に
よ
り
、
子
ど
も
が
一
人
で

食
事
を
取
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
の
「
孤
食
」
を
防
ご
う
と

地
域
の
有
志
で
開
い
た
の
が
、
子
ど
も
食
堂

の
始
ま
り
で
す
。
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

や
貧
困
対
策
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
開
か
れ
、
そ
の
数
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
地
域
住
民

が
気
軽
に
足
を
運
び
交
流
で
き
る
「
開
か
れ

た
居
場
所
」
と
し
て
、
三
つ
の
団
体
が
特
徴

あ
る
食
堂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
き
い
ニ
ン
ジ
ン
も
食
べ
た
よ
」「
い
つ

も
の
カ
レ
ー
と
違
う
け
ど
お
い
し
い
ね
」。

長
谷
第
二
自
治
会
館
の
一
室
に
、
香
ば
し
い

匂
い
と
に
ぎ
や
か
な
声
が
広
が
り
ま
す
。「
お

か
わ
り
も
あ
る
よ
」「
た
く
さ
ん
食
べ
て
ね
」。

子
ど
も
た
ち
に
気
さ
く
に
声
を
掛
け
る
の
は

「
下
長
谷
こ
ど
も
食
堂
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
で
す
。
月
に
一
度
食
堂
を
開
催
し
、
集

ま
っ
た
地
域
住
民
に
手
作
り
の
カ
レ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
「
夜
遅
く
、
外
に
一
人
で
い
る
子
や
コ
ン

ビ
ニ
の
前
で
た
む
ろ
す
る
子
た
ち
を
見
て
危

機
感
を
持
っ
た
」
と
話
す
の
は
、
下
長
谷
こ

ど
も
食
堂
の

代
表
・
小
金

義
春
さ
ん

（
70
）。
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル

や
自
治
会
活

動
を
通
し
て

地
域
の
子
ど

も
を
見
守
っ

て
き
た
小
金

さ
ん
は
、
子

ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
を
知
っ
た
の
は
、
妻
の
千
恵

子
さ
ん
（
67
）
が
見
た
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス      

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
誰
も
が
必
要
と
す
る

食
を
安
価
に
提
供
す
る
食
堂
は
、
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
理
想
的
と
考
え
、

早
速
夫
婦
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

小
金
さ
ん
の
呼
び
掛
け
に
、
自
治
会
や
子

ど
も
会
、
民
生
委
員
な
ど
16
人
が
賛
同
。
４

月
の
開
店
に
向
け
、
メ
ニュ
ー
や
周
知
方
法
な

ど
の
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

　

食
材
と
な
る
野
菜
を
畑
で
育
て
た
り
、
チ

ラ
シ
や
会
場
に
飾
る
の
れ
ん
を
作
っ
た
り

と
各
自
が
準
備
を
進
め
、
迎
え
た
オ
ー
プ
ン

の
日
。「
子
ど
も
た
ち
は
集
ま
っ
て
く
れ
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
小
金
さ
ん
の
不
安
を

よ
そ
に
、
地
域
の
親
子
5
組
15
人
が
、
お
腹

を
す
か
せ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

友
達
や
ス
タ
ッ
フ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
カ
レ
ー
を
ほ
お
ば
る
子
や
、
世
間
話
に
花

を
咲
か
せ
る
親
た
ち
の
姿
に
、
食
堂
が
子
ど

も
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
手
応
え
を
感
じ
た
小
金
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
徐
々
に
実
績
を
積
み
、
本
当
に

助
け
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り
込

ん
で
い
く
こ
と
が
目
標
。
食
堂
を
き
っ
か
け

に
、
見
守
り
支
え
て
く
れ
る
大
人
が
身
近
に

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
意
欲

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

市
内
の
公

共
施
設
を

周
っ
て
開
催

す
る
「
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｌ
あ
つ
ぎ

子
ど
も
食

堂
」
に
は
毎

回
、
ス
タ
ッ
フ

と
は
別
に「
子

ど
も
の
た
め

に
何
か
し
た

い
」
と
い
う

思
い
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま

す
。
調
理
を
手
伝
っ
た
り
、
子
ど
も
の
遊
び

相
手
に
な
っ
た
り
と
、
支
援
の
形
は
さ
ま
ざ

ま
。
代
表
の
葉
山
修
次
さ
ん
（
36
）
は
「
食

堂
を
長
く
続
け
る
た
め
に
は
多
く
の
人
の
協

力
が
不
可
欠
。
少
し
で
も
手
助
け
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

初
回
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
し
て
い
る
広
田
ゆ
み
さ
ん

（
52
・
恩
名
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
、

自
分
も
笑
顔
に
な
れ
る
。ち
ょ
っ
と
し
た
お
手

伝
い
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
食
事
を
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
話
し

相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
も
十
分
。
頼

れ
る
人
が
近
く
に
い
る
と
知
る
こ
と
で
、
食

堂
が
子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
場
所
と

な
る
」
と
話
す
葉
山
さ
ん
。
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
が
、
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と

説
明
し
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は

こ
こ
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、『
自
分
も
子

ど
も
食
堂
を
始
め
て
み
よ
う
』
と
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
。
そ
う
や
っ
て
子
ど
も
食
堂
が
毎

日
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
地
域
で
開
催
さ
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　
「
こ
っ
ち
も

お
い
し
い
よ
」

「
野
菜
も
た
く

さ
ん
食
べ
て
え

ら
い
ね
」。
学

生
が
子
ど
も

た
ち
に
優
し

く
声
を
掛
け

る
の
は
、「
あ

つ
ぎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

子
ど
も
食
堂
」

で
す
。
主
催
し
て
い
る
厚
木
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
介
護
な
ど
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
・
運
営
す
る
団
体
。
各
分
野
で
学
び
、

活
躍
す
る
学
生
や
職
員
が
、
自
分
た
ち
の
専

門
性
を
生
か
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
食
堂
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
の
食
堂
の
テ
ー
マ
は
ス
ポ
ー
ツ
。
中
心

に
な
っ
た
の
は
、
団
体
が
運
営
す
る
専
門
学
校

で
子
ど
も
に
水
泳
や
体
操
を
教
え
な
が
ら
、

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
学
生
た
ち

で
す
。
当
日
は
、
学
生
が
考
え
た
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
鶏
の
照
り
焼
き
丼
が
提
供
さ
れ
、
食

後
に
は
ダ
ン
ス
や
球
遊
び
な
ど
、
体
を
動
か
し

て
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
生
た
ち
に
、
食
堂
を
通
し
て
食
へ
の

意
識
を
高
め
て
ほ
し
か
っ
た
」と
話
す
の
は
、

同
校
で
教
鞭
を
と
る
奥
田
訓
子
さ
ん
（
46
）。

昼
食
を
お
菓
子
だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
学

生
が
多
い
こ
と
に
驚
き
、
危
機
感
を
覚
え
た

奥
田
さ
ん
は
、
校
内
の
生
徒
に
呼
び
掛
け
、

子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
。
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
は
、

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
り
調
理
を
し
た
り
と
、

食
堂
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し

た
。「
自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
誰
か

の
た
め
に
料
理
を
す
る
こ
と
で
、

食
事
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え

る
と
思
っ
た
」
と
い
う
奥
田
さ
ん

の
言
葉
ど
お
り
、
食
堂
の
開
催
後
、
生
徒
か

ら
は
「
料
理
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
練
習
の

た
め
に
調
理
室
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
食
堂
は
、
食
育
の
場
に
ぴ
っ
た

り
。
携
わ
っ
た
学
生
た
ち
へ
の
効
果
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
も
み
ん
な
と
食
べ
る
こ

と
で
、
嫌
い
な
も
の
に
挑
戦
し
た
り
、
偏
食

を
改
善
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
」
と

奥
田
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。

　

市
で
は
、Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｌ
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
子
ど

も
食
堂
を
市
民
協
働
提
案
事
業
（
右
参
照
）

と
し
、
県
内
で
初
め
て
、
団
体
と
協
力
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
世

帯
を
支
え
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
食
堂
に

注
目
し
て
い
ま
す
。

　

食
堂
で
築
か
れ
た
人
と
の
つ
な
が
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、そ
の
地
域
で
暮
ら
す
上
で

と
て
も
大
切
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。子
ど

も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、誰
も
が
心
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
で
あ
る
た
め
、各
食
堂
は

愛
情
の
詰
ま
っ
た
料
理
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔

で
、
訪
れ
る
人
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
225-

2
9
2
2

市民協働提案事業
　地域が抱える課題の改善に、市民活動団体
と市が協力して取
り組む制度です。
《採用事例》
あつぎ素敵美術館
事業／食育フェア
事業／落書き消去
活動等体験事業

問市民協働推進課☎225-2141
地域住民と落書きの消去活動

利用者みんなで協力して配膳準備をするのがASHLの食堂の特徴

みんなおいでよ！子ども食堂

地
域
の
居
場
所
を
目
指
し
て

た
く
さ
ん
の
力
を
一
つ
に

学
び
と
食
育
の
場
に
も

つ
な
が
り
を
財
産
に

お
く
た
の
り
こ

ア
シ
ュ

ー

ル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・いずれも 費用は子ども100円、大人300円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
子ども食堂では、食材やボランティアなどのご支援を受け付けています。詳しくは各子ども食堂へご連絡ください。

日時　7月9日、15時～20時
　　　（17時30分までは学習時間）　
会場　長谷第二自治会館　
対象　下長谷在住の方30人　
あ当日直接会場へ。先着順。
問下長谷こども食堂
　小金☎247-7447

日時　7月14日
　　　17時30分～19時30分
会場　YMCAあつぎ保育園ホサナ
対象　乳幼児、小・中学生と保護者50人　
あ当日直接会場へ。先着順。
問YMCAあつぎ保育園ホサナ
　☎222-8619

下長谷こども食堂 あつぎＹＭＣＡ子ども食堂 ＡＳＨＬあつぎ子ども食堂
日時　7月18日、17時30分～21時
会場　玉川公民館
対象　小・中学生と保護者50人
あ当日19時30分までに直接会場へ。
　先着順。
問市民団体ASHL
　葉山☎050-5277-3519

湘北短期大学
生活プロデュース学科 専任講師　
沖潮　満里子さん（36）

特別ではない場所へ

　子ども食堂は、もともとは貧困の子どもを支援す
るという目的で生まれたものですが、最近では厚木
市のように、対象を限定せず多世代の交流に軸を置
くものも多くあります。地域でのつながりが希薄化
する中、子どもの孤立を防ぐためには、より多くの
人に開かれた場が必要。そのためには、食堂が地域
にとって「特別な場所ではない」ことが大切です。
　子ども食堂がここまで広まった背景には、場所や
食材があれば始められるという手軽さがあります。
ですが、人手や食材の確保ができず、短期間で閉じ
てしまっては逆効果にもなりかねません。継続する
ためには、食材などの寄付や運営の手伝いなど、た
くさんの方の助けが必要になります。
　何か困った時に頼れる人がいる、そんな相手との
つながりを持てる場所を絶やすことなく継続してい
くためには、地域や団体、行政が協力し合うことが
大切です。

特集

笑

顔あ
ふれる

み

ん
なの居場

所

❊
❊

❊
❊

❊ ❊
❊

❊
❊

❊ 　子どもたちがたくさんの人と食卓を囲める場所として開かれる
「子ども食堂」が、全国で広がりを見せています。
今回の特集では、市内で立ち上げられた三つの
子ども食堂を紹介。それぞれの食堂が目指す形や
運営に携わる人々の思いに迫ります。

あつぎ 元気Wave
ケーブルTV7/1～
食堂の様子を紹介

問
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市
と
公
益
財
団
法
人
環

境
み
ど
り
公
社
が
こ
の
ほ

ど
、「
火
災
時
に
お
け
る
仮

設
ト
イ
レ
の
貸
出
し
等
に

関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し

た
。20
時
間
に
も
及
ぶ
こ
と

が
あ
る
消
火
活
動
時
に
、消

防
隊
員
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
を

確
保
す
る
こ
と
で
、ス
ム
ー

ズ
な
消
火
活
動
と
被
災
者

の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

貸
し
出
さ
れ
る
の
は
、
幅
１
㍍
・
高
さ
2．6
㍍
の
広
さ
で
、
男

女
兼
用
の
洋
式
ト
イ
レ
１
台
。
く
み
取
り
や
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
補
充
な
ど
も
み
ど
り
公
社
が
行
い
ま
す
。

　

締
結
式
に
は
、
鈴
木
教
公
理
事
長（
写
真
右
か
ら
３
人
目
）
ら

が
出
席
し
、小
林
市
長
と
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。鈴
木
理
事
長

は「
安
心
し
て
消
火
活
動
に
専
念
す

る
一
助
に
な
れ
ば
」と
思
い
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
大
学
に
通
う
学
生
た

ち
が
ま
ち
の
活
性
化
に
取
り
組

む「
あ
つ
ぎ
に
ぎ
わ
い
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
隊
」
の
任
命
式
が
５
月
23

日
に
開
催
さ
れ
、
23
人
の
隊
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
は
、
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
案
で
結
成
し
て
、
今
年
で
10
年
目
。
こ

れ
ま
で
に
、
本
厚
木
駅
周
辺
の
カ
フ
ェ
や
ラ
ー
メ
ン
店
を
紹

介
す
る
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
、
話
題
性
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
し
て

き
ま
し
た
。

　

東
京
工
芸
大
学
２
年
の
押

切
千
華
さ
ん
は
「
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
た
い
」
と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
や
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
ま

ち
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

６
月
１
日
、川
に
夏
の
到

来
を
告
げ
る
ア
ユ
釣
り
が

解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
相
模

川・
中
津
川・
小
鮎
川
の
三

川
合
流
点
付
近
な
ど
で
は
、

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い

た
多
く
の
釣
り
愛
好
家
た

ち
が
早
朝
か
ら
長
い

釣
竿
を
操
り
、
10
〜

18
㌢
ほ
ど
の
ア
ユ

を
次
々
と
釣
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

相
模
川
は
、全
国

で
も
有
数
の
ア
ユ
釣

り
の
ス
ポ
ッ
ト
。
今
年

は
、約
１
５
０
０
万
匹
と
例
年
以
上
に
天
然
ア
ユ
の
遡
上
が
確

認
さ
れ
、豊
漁
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、解
禁
日
に
ア
ユ
釣
り
に
来
て
い
る
と
い
う

笹
本
利
男
さ
ん（
66
）は「
今
日
は
朝
５
時
ご
ろ
か
ら

始
め
て
、30
匹
釣
れ
た
。こ
れ
か
ら
先
が
楽
し
み
」と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、
南
毛
利
南
地
区
の
水
田
で「
ど
ろ
ん

こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。52

チ
ー
ム
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
泥
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
田
植
え
前
の
水
田
で
、
土
と
の
触
れ
合

い
を
通
じ
て
地
域
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
同
地
区
青
少
年
健

全
育
成
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
、
今
年
で
９
回
目
に
な
り
ま

す
。
約
６
０
０
平
方
㍍
に
用
意
さ
れ
た
二
つ
の
コ
ー
ト
に
は
、

10
歳
か
ら
60
歳
ま
で
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
が
集
結
。ゲ
ー
ム

は
小
学
生
の
部
と
一
般
の
部
に
分
か
れ
て
４
人
制
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
で
競
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
学
の
サ
ー
ク
ル
仲
間

と
参
加
し
た
稲
葉
健
悟
さ

ん（
19
）
は
、「
泥
で
体
が
重

く
て
思
い
通
り
に
動
け
な

か
っ
た
が
、
思
い
切
り
飛
び

込
ん
で
ボ
ー
ル
が
取
れ
た

時
は
最
高
に
気
持
ち
良
か

っ
た
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
に
ア
ユ
釣
り
が
解
禁
と
な
り
、「
母

な
る
川
」
が
活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。
解

禁
前
の
５
月
28
日
に
は
、
県
央
相
模
川
サ

ミ
ッ
ト
を
構
成
す
る
６
市
町
村
が
合
同
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。相
模
川
・

中
津
川
・
小
鮎
川
が
流
れ
を
重
ね
る
河
川

敷
で
、
約
２
６
０
０
人
が
ご
み
拾
い
や
草

む
し
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

太
公
望
が
釣
り
糸
を
垂
ら
す
と
、
い
よ

い
よ
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。
三
川
合
流

点
は
水
遊
び
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む

人
で
連
日
に
ぎ
わ
い
、
鮎

ま
つ
り
に
は
花
火
会
場
と

し
て
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
す
。8
月
か
ら
始

ま
る「
手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
」
の
試
行
は
、
こ
の

場
所
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
意
気
込
み
の

表
れ
で
す
。

　

魅
力
満
載
の
相
模
川
で

す
が
、
一
方
で
自
然
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
川
を
管
理
し
て
い
る
県

で
は
洪
水
浸
水
想
定
を
作
っ
て
い
ま
す

が
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
想
定
を
超
え
る

豪
雨
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

先
日
、消
防
、警
察
、自
衛
隊
と
連
携
し
、

豪
雨
に
よ
る
橋
の
崩
落
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

と
財
産
を
守
る
こ
と
は
私
の
責
務
で
す
。

考
え
う
る
危
機
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
誰
も
が
ふ
る
さ
と
の
清
流
に
愛
着
を

持
て
る
環
境
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

火災時に被災者へ安心を提供

市と環境みどり公社が防災協定
火災発生時のトイレを確保

にぎわいアドベンチャー隊23人を任命
若い力でまちを活性化

日本代表として
　　　活躍するために

2020年東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホスト
タウンとなったニュージーランドとの交流事業などを紹介します。

相模川などでアユ釣りが解禁
初夏の風物詩

南毛利南地区でどろんこバレーボール
泥まみれで真剣勝負

まちの活性化に一役を担うアドベンチャー隊

チームメイトに支えられ
ボールを取る中丸さん

解禁日の早朝から釣竿を垂らす太公望たち

クリーンキャンペーンで参加者と

泥を跳ね上げて熱戦を展開

　市出身で日本代表候補にも選ばれた
女子ラクビー選手・中丸彩衣さん
（23）が昨年の11月から３カ月間、ＮＺ
へ短期留学していました。きっかけ
は、リオデジャネイロ五輪。日本代表
が強豪国相手に苦戦する姿に世界で戦
う厳しさを感じ、「代表で活躍するた
めに、トップレベルの環境で練習した
い」とＮＺへの留学を決意しました。
　中丸さんは「現地では言葉や生活の

リズム、日本で経験したことのないトレーニングなど、文化
や練習方法の違いに戸惑うことが多かった。厳しい環境の中
で自分を追い込んだことで、精神力が鍛えられたことが大き
な財産になった」と振り返ります。
　市では、こうした若い世代の夢を実現するため、本年度よりＮＺ
留学体験プログラムなどの教育交流事業の実施を予定しています。

問企画政策課 ☎225-2451

あ　 い

ニュージーランド

ち  

は 

な

の
り
ま
さ

そ
じ
ょ
う

6広報あつぎ  
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8月 マイタウンクラブ

あ＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話番号　あ＝ファクス番号　
あ＝Eメール　あ＝市ホームページ
＝GENKI ポイント対象事業

　印の番号で、ウェブ上から詳し
い情報を確認できます。「 あ」
と記されたものは、申し込みも
できます。

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター 検 索

◆近場にハイキングコースがあるのにほとんど出掛け
たことがなかったが、記事を読んで行ってみたいと
思った／50代女性◆浸水の危険がある地域について、
今後の対応策をもっと知りたい／40代女性◆小さなこ
とから環境を守るための行動を実践していきたいと
思った／70代男性◆地域の宝を守るために、献身的に
活動を続けている姿を知り、感動した／40代女性◆身
近な街の話題を知ることができて良かった／50代女性

　下長谷こども食堂に来ていたご高齢
の女性。「普段の食事は一人だし、あ

まり食べないんだけど、ここだと楽しくてつい食べ過ぎちゃうわね」
と、嬉しそうにほほ笑んでいました。一日の出来事を一生懸命に
話す子どもや、それを優しく見守る大人たちが集うこの場所は、
まさに地域のよりどころとなっているようでした。地域のつながり
が希薄になりがちといわれる今、こうした活動の輪が一人でも
多くの人に広がるといいなと感じました／野本

6月1日号「広報あつぎ」を読んで

県道22号の夜間通行規制

7 月は「社会を明るくする運動」
強調月間

　毎週日曜、5時30分～7時。文
化会館駐車場。市内産の農産物や
加工食品などを販売。7月30日には、
特別市「鮎まつり協賛朝市」を開催。
問農業政策課☎225-2801。Ｇ 1

　7月12日、11時～12時。森の里
児童館。「秘伝！手遊びの秘密☆親
子で楽しむ遊びの時間」をテーマに、
子どもの発達を促す手遊びを保育士
と学ぶ。あ当日直接会場へ（駐車
場はありません）。問療育相談セン
ターまめの木☎225-2252。 Ｇ 1

　7月29日、10時～13時。あつぎ
市民交流プラザ。冷蔵庫にある食
材や旬の食材を使って、短時間でも
簡単に作れる料理を学ぶ。市内在
住在勤在学の方20人。500円（材
料費）。託児あり（1歳～小学3年生。
要予約）。あ直接、電話またはハガ
キに〒住所、氏名、電話番号、託児・
アレルギーの有無を書き、7月12日（必着）
までに〒243-8511市民協働推進課   
☎225-2215へ。抽選。あ162952Ｇ 10

　7月22日、10
時～15時。アミュ
ーあつぎ。約20
店舗によるアクセ
サリーや洋服、
雑貨などの手作
り品の販売、ワー
クショップ。問商
業にぎわい課☎225-2834。Ｇ 1

　7月15日、10時30分～ 12時。市
斎場。施設の見学と葬儀の説明。
定員30人。無料。あ7月1日から市
斎場☎281-8595へ。先着順。 Ｇ 1　

　7月29日、18時40分～21時。郷
土資料館集合。定員25人。無料。
あ往復ハガキに催し名、〒住所、氏
名、年齢、電話番号を書き、７月
23日（必着）までに〒243-0003寿
町3-15-26郷土資料館へ。抽選。
ああ172096 Ｇ 1

　①7月19日、10時30分～11時30
分。あつぎ市民交流プラザ②7月
22日、10時30分～11時30分。中
央図書館③8月2日、11時30分～
12時。保健福祉センター④8月16日、
10時30分～11時30分。あつぎ市
民交流プラザ。読み聞かせの方法
や年齢に応じた絵本を5分程度で紹
介し、1冊進呈。市内在住で平成
28年4月2日以降に生まれた赤ちゃ
んと保護者（赤ちゃん1人につき1
回）。生後4カ月頃からが最適。無料。
母子健康手帳をお持ちください。あ
当日直接会場へ。都合の悪い方は、
事前に予約の上、毎月第2・3木
曜の11時～12時、14時～15時の
間に、中央図書館でも受けられます。
問中央図書館☎223-0033。 Ｇ 1

　7月22日、10時～16時。宅地建物
取引業協会県央支部。専門家による
法律や税金、不動産取引などの相談
（要予約）。無料。問宅地建物取引
業協会県央支部☎224-6561。

　戦争と平和について皆さんと思い
を共有するメッセージを募集します。
 《提出方法》福祉総務課や図書
館などにあるハガキやポストカード
に、戦争や平和への思いを描いた
絵や文と、思いを共有したい人の

宛名を書き、7月21日（消印有効）
までに〒243-8511福祉総務課へ。
宛名面以外に個人情報は記載しな
いでください《展示》8月8日～14日。
アミューあつぎ。展示後、思いを共
有したい人へ発送します。問福祉総
務課☎225-2200。

　経済的な理由で納付が困難な場
合、所得要件などを審査し、保険
料の全額または一部を免除します。
《免除制度》全額免除または3段
階（4分の1、半額、4分の3）の一
部納付《納付猶予制度》50歳未
満の方の保険料納付を猶予《対象
期間》7月以降の分～（7月1日から
受け付け）。過去分は申請日から2
年1カ月前分まで。あ年金手帳を持
ち、直接、国保年金課☎225-2121
へ。代理申請の場合は印鑑が必要。
失業などの理由で申請する場合は、
雇用保険受給資格者証または雇用
保険被保険者離職票をお持ちくだ
さい。

　臨時福祉給付金（経済対策分）
の申請は、7月21日までです。期限
を過ぎると、給付金の申請はできま
せん。対象見込みの方には申請書
を郵送していますので、申請されて
いない方は、申請書に署名・押印し、
必要書類を添えて、臨時福祉給付
金担当まで提出してください。　
　《対象》平成28年度市民税（均
等割）が非課税の方（課税されて
いる方の扶養親族や生活保護受給

者などは除く）《支給額》1万5000円。
問給付金コールセンター☎225-2766。

　要介護・要支援認定を受けてい
る方や総合事業の対象者に、介護
保険負担割合証を７月中旬に郵送し
ます。適用期間は、8月1日から平
成30年７月31日までです。新しく要
介護・要支援認定を申請された方に
は、認定結果の通知と併せて郵送し
ます。問介護福祉課☎225-2393。

　《期間》平成30年4月1日～（3年間）
《対象》法人またはその他の団体《募
集要領の配布》7月1日～21日に環
境事業課で配布《現地説明会》7
月10日、13時30分～。環境センター。
あ環境事業課にある申請書（あか
らダウンロード可）に必要書類を添
えて、7 月21日～8月2日に環境事業
課☎225-2790へ。

　歩道整備工事に伴い、7月上旬
～ 9月下旬（日曜、祝日は除く）の
21時～翌6時に県道22号戸田地内
（戸沢橋西側、片側交互通行）の
夜間通行規制を実施します。規制
図や迂回路は県厚木土木事務所
ホームページをご覧ください。問県
厚木土木事務所☎223-1711。

　犯罪や非行のない明るい社会を
築くため、各地区で街頭啓発活動
を実施します。問福祉総務課☎
225-2200。

介護保険負担割合証の更新

宅地建物取引業協会の相談会

国民年金保険料の免除と
納付猶予制度

臨時福祉給付金の
締め切りが迫っています

厚木市民朝市

アミューあつぎハンドメイドマルシェ

ブックスタート

ふれあいプラザの指定管理者を募集

平和へのメッセージを募集

中央公園でセミの羽化を観察しよう

斎場施設見学会

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

「忙しいあなた！」にも出来る料理教室 
～パパッと作る♪時短メニュー～

秋の厚木路を駆け抜けろ

開催日

参加費

発着点
定　員
種目・対象

10月22日（荒天中止）
荻野運動公園
 2000人（先着順）

①3㌔の部＝市内在住在学の中学生　
②10㌔の部・ハーフマラソン　の部＝
　一 般・高校生 
　※10㌔は60分、 ハーフマラソンは 120分
　以内で走れる方

①無料②3000円（高校生1000円）

あ①スポーツ推進課や公民館などにある申込書（あからダウンロー
ド可）に必要事項を書き、7月14日～8月25日に直接、スポーツ
推進課へ②7月14日～ 8月25日に「ランネット」ホームページで
申し込みの上、参加費を入金。所定の振替用紙（郵便振替）でも
申し込み可（郵便振替は8月4日まで）。

起伏に富んだコースが特徴

参加者
募集

あつぎマラソン 検索

2017あつぎマラソン

問スポーツ推進課☎225-2531　　1
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有料観覧席を販売
「みんなの花火」協賛金募集

●　キササゲ　●
ノウゼンカズラ科

　河原近辺で見掛ける高さ10㍍ほどになる落
葉高木。中国から薬用として渡来したものが
野生化している帰化植物。葉は長い柄で対生。
花は淡黄色で美しく円錐状に多数の花を付
ける／玉川縁で見つけた。 写真・文 /吉田文雄

　大山を見ながら玉川縁を歩い
ていると、トチノキの花のように
円錐形に伸びた花穂が見えた。近
づいてみると２～３㌢ほどの花
が房状に並んでいた。よく見る
と、柔らかいじょうご形の花は淡
黄色で内側に紫色の斑点がある
美しいキササゲの花だった。
　いつも長いササゲのような果

実が垂れ下がっているのを見掛
けていたが、清楚な花の様子とそ
の甘い香りに見掛けによらない
美しさを感じた。
　名前の由来は、冬期に葉が落ち
てしまっても野菜のササゲに似
た鞘状の果実が残るから。種子や
鞘は、煎じて飲むと利尿作用など
の薬用効果もある。

厚木市の人口
（6月1日現在） 9万7729世帯（前月比192世帯増）世帯数 22万5524人（前月比110人増）男11万6589人・女10万8935人人　口

問予防課☎223-9371

夏休み消防体験教室
　消防士から消火や救命の方法を学べる体験教室を開催します。
憧れの消防士と触れ合えるチャンスです。ぜひご参加ください。

8月25日 ①9時～12時 ②13時～16時
8月26日 ③9時30分～12時 ④13時～15時30分

日時

睦合分署会場

７月１日 10時～《発売日》

厚 木 側 = 2人席 6000円 4人席 　1万円
海老名側 = 2人席 5000円 3人席 6500円
 4人席 8000円 5人席 9500円

《価　格》

★有料観覧席のチケット販売

　「みんなの花火」協賛金募集

セブン-イレブン全店《販売場所》
あゆコロちゃん

オリジナルレジャーシート
（90㌢×120㌢）

市内または清川村在住の①②中学生③④小学4～6年生各回80人対象
放水やロープの結び方、起震車での地震体験などをする消防訓練・防災体験
コースと、応急手当や人工呼吸法を学ぶ救命講習コースに分かれた体験教室
（両コースの受講も可。申し込み時に選択）

内容

あ 7月5日～21日に直接、消防本部予防課へ（電話での仮予約可）。先着順。

相模川三川合流点
（荒天時は翌日に順延）

打ち上げ会場

　1万発の花火を迫力満点の特等席で鑑賞してみませんか。オリジナルレジャー
シート付きのチケットを販売します。併せて「みんなの花火」の協賛金も募集し
ます。今年の花火大会を特別な思い出にしましょう。

　集まった協賛金で花火を打ち上げます。各公民館または観光案
内所、市観光協会、厚木商工会議所、観光振興課に募金箱を設置
していますので、より大きく豪華な花火になるよう、ぜひご協力
ください。1000円以上の協賛金で、記念品をプレゼントします。

問観光振興課☎225-2820

打ち上げ
開始

8月5日19時

参加
無料

消防士の指導で放水など貴重な体験ができる

あつぎ鮎まつり大花火大会

厚木側

一般
観覧場所

海老名側

あゆみ橋

★
★

さや

せい そ
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